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   八王子市職員退職手当支給に関する条例の一部を改正する条例 

 八王子市職員退職手当支給に関する条例（昭和３８年八王子市条例第１７号）

の一部を次のように改正する。 

  
改 正 後 改 正 前 

 （退職手当の基本額）  （退職手当の基本額） 

第３条 退職した者（第２条の３第１項第２

号に規定する者を除く。）に対して支給す

る退職手当の基本額は、退職の日における

その者の給料の月額（職員が地方公務員法

第２８条の規定による休職、同法第２９条

の規定による停職、地方公務員の育児休業

等に関する法律（平成３年法律第１１０

号）第２条第１項の規定による育児休業そ

の他これらに準ずる事由により当該職員に

支給されるべき給料の全部又は一部が支給

されない場合においては、これらの事由が

ないと仮定した場合におけるその者の受け

るべき給料の月額とする。以下「給料月

額」という。）に、その者の勤続期間を次

の各号に区分して、当該各号に掲げる割合

を乗じて得た額の合計額とする。 

第３条 退職した者（第２条の３第１項第２

号に規定する者を除く。）に対して支給す

る退職手当の基本額は、退職の日における

その者の給料の月額（職員が地方公務員法

第２８条の規定による休職、同法第２９条

の規定による停職、地方公務員の育児休業

等に関する法律（平成３年法律第１１０

号）第２条第１項の規定による育児休業そ

の他これらに準ずる事由により当該職員に

支給されるべき給料の全部又は一部が支給

されない場合においては、これらの事由が

ないと仮定した場合におけるその者の受け

るべき給料の月額とする。以下「給料月

額」という。）に、その者の勤続期間を次

の各号に区分して、当該各号に掲げる割合

を乗じて得た額の合計額とする。 

 ⑴ （略）  ⑴ （略） 

 ⑵ １１年以上１５年以下の期間について

は、１年につき１００分の１２０ 

 ⑵ １１年以上１５年以下の期間について

は、１年につき１００分の１３０ 

 ⑶ １６年以上２０年以下の期間について  ⑶ １６年以上３０年以下の期間について



は、１年につき１００分の１６０ は、１年につき１００分の１６０ 

 ⑷ ２１年以上３０年以下の期間について

は、１年につき１００分の１５０ 

 

 ⑸ ３１年以上３３年以下の期間について

は、１年につき１００分の１４０ 

 ⑷ ３１年以上３３年以下の期間について

は、１年につき１００分の１５０ 

 ⑹ ３４年以上の期間については、１年に

つき１００分の４０ 

 ⑸ ３４年以上の期間については、１年に

つき１００分の５０ 

２ 前項の規定により計算した退職手当の基

本額が職員の退職の日における給料月額に

４３を乗じて得た額を超えるときは、同項

の規定にかかわらず、当該給料月額に４３

を乗じて得た額をその者の退職手当の基本

額とする。 

２ 前項の規定により計算した退職手当の基

本額が職員の退職の日における給料月額に

４５を乗じて得た額を超えるときは、同項

の規定にかかわらず、当該給料月額に４５

を乗じて得た額をその者の退職手当の基本

額とする。 

  

 （退職手当の調整額）  （退職手当の調整額） 

第６条 退職した者に対して支給する退職手

当の調整額は、その者の調整額期間（次条

に規定する調整額期間をいう。以下この条

において同じ。）の初日の属する月からそ

の者の調整額期間の末日の属する月までの

各月ごとに、当該各月にその者が属してい

た次の各号に掲げる職員の区分に応じて、

当該各号に掲げる点数を合計した点数に、

１点につき１，１００円を超えない範囲内

において市規則で定める額を乗じて得た額

とする。 

第６条 退職した者に対して支給する退職手

当の調整額は、その者の調整額期間（次条

に規定する調整額期間をいう。以下この条

において同じ。）の初日の属する月からそ

の者の調整額期間の末日の属する月までの

各月ごとに、当該各月にその者が属してい

た次の各号に掲げる職員の区分に応じて、

当該各号に掲げる点数を合計した点数に、

１点につき１，０７５円を超えない範囲内

において市規則で定める額を乗じて得た額

とする。 

 ⑴～⑺ （略）  ⑴～⑺ （略） 

２・３ （略） ２・３ （略） 

  

  
   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の八王子市職員退職手当支給に関する条例第３条及び

第６条第１項の規定は、施行日以後に退職した者に係る退職手当について適用

し、同日前に退職した者に係る退職手当については、なお従前の例による。 


